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中札内村総合行政推進委員会 第３回財政部会 会議録 

 

日  時  平成２９年１１月７日（火） １９：００～２０：３０  

場  所  改善センター 会議室  

出席委員  奥井千英子、川田美紀、紺屋晴彦、佐藤裕二、杉本啓子、 

林 真悠、山口公雄、斎藤裕恵（８名） 

欠席委員  菅野貴赦（１名） 

事 務 局  総務課長 阿部雅行、総務課長補佐 氏家佑介、総務課主事 毛利晋輔 

 

 

議      事 

（開  会）  １９：００ 

 

（阿部課長）  こんばんは。時間となりましたので総合行政推進委員会財政部会を始めます。

それでは、部会長からあいさつをお願いいたします。 

 

（紺屋部会長） みなさまお疲れ様です。夜分遅くにも関わらずお集まりいただき、誠にありが

とうございます。本日はまちづくり計画、政策評価、行政改革の取組について協

議していきますので、活発なご意見等よろしくお願いいたします。 

        それでは早速、第６期後期基本計画（案）について、事務局から説明をお願い

いたします。 

 

－阿部課長 資料１、２に基づいて説明－ 

 

（紺屋部会長） それでは、ただいま事務局から説明のあったことについて、みなさまからご意

見等あればよろしくお願いいたします。 

 

（委員）    職員が住民活動に関わるのはどれくらいの割合なのでしょうか。住民活動に参

加してもらうことで、距離が近づいて話せることもあるのではないでしょうか。 

 

（阿部課長）  もしかすると半分もいないかもしれません。ただ、役場は住民に積極的にまち

づくりに関わってくださいとお願いする立場ですので、イベントや講演会等には

参加するように呼びかけています。 

 

（委員）    役場の職員だからという訳ではありませんが、住民活動は親しみが持てるきっ

かけにはなると思います。 

 

（委員）    アンケートで色々な声がありますが、例えばこういった意見を受けて、こうい

う風に改善したという姿勢が計画に出てるといいと思います。 
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（氏家補佐）  満足度等の数字だけではなく、表現の方も工夫したいと思います。 

 

（委員）    折込は月２回で分けてみてはどうでしょうか。 

 

（阿部課長）  現在は広報配布を行政区の班長等に行っていただいていますので、負担になら

ず了解を得られれば、検討はできると思います。 

 

（委員）    広報の折込に入れる、入れないの基準がわかりづらいのですが。 

 

（氏家補佐）  基本的には広報の記事で紹介している場合には、折込チラシは内容が重複する

のでお断りしています。 

 

（紺屋部会長） それでは、次に政策評価について事務局から説明をお願いいたします。 

 

－氏家補佐 資料３に基づいて説明－ 

 

（委員）    評価の方法ですが、一つの柱があった方が議論がしやすいので、大きなくくり

でやった方がいいと思います。 

 

（氏家補佐）  扱う範囲が広すぎて意見を出しにくい部分もありますが、どのような内容でも

結構ですので、出してもらえればと思います。 

 

（紺屋部会長） 時間の都合上、ここで質問していいのかと迷う時もあります。効率よくできれ

ばいいのではないでしょうか。 

 

（委員）    こういった施策のことはすごく勉強になるので、自由に聞ける場があるといい

のではないでしょうか。 

 

（阿部課長）  現在はまちづくりトークという形で情報を提供していますので、そういった場

に出て聞いていただければと思います。 

 

（紺屋部会長） それでは、他になければ次に、行政改革について事務局から説明をお願いいた

します。 

 

－氏家補佐 資料４に基づいて説明－ 

 

（阿部課長）  コスト削減という視点はこれからも持ち続けますが、類似した計画があるため、

次回は一旦作らないということです。 
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（委員）    ふるさと納税は使途を指定して寄附されているのでしょうか。 

 

（阿部課長）  寄附者が使途を指定できます。寄附額は直近で 1,200 万円程度ですが、多いの

はまちづくりや福祉、少ないのは商工です。 

 

（委員）    例えば上士幌町のように、保育料無料化の財源にしているというようにすると

いいのではないでしょうか。そうすると、寄附した人がこの取組に使われている

のかとわかりやすくなる気がします。 

 

（委員）    返礼品の話ですが、産業活性化に繋がったり雇用が生まれるようなものになっ

ていけばいいと思います。例えば養護学校の木工品を返礼品にすれば、それが仕

事に繋がっていくのではないでしょうか。 

 

（阿部課長）  ありがとうございます。案としてお受けします。 

 

（委員）    民間の研修とはどのようなものですか。 

 

（阿部課長）  民間の視点も必要だろうということで、民間向けの研修に数名参加してもらい

ました。ただ、実際にはすでに民間と共通する考え方で行っている部分もあると

いうことがわかったため、今年度については実施していません。 

 

（紺屋部会長） 他にご意見等ありますでしょうか。 

        なければこれで、第３回財政部会を終了いたします。みなさま長い時間お疲れ

様でした。 

 

（閉  会）  ２０：３０ 


